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主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善

（学習指導要領より）



対象単元：生命のつながり（中学３年生）

従来この単元では教師主導の教え
込む学習になりがち

生徒主体といっても、グループ活
動での調べ学習やその結果の発表
程度であることも少なくない

↓

カードゲームやディベート等の活
動を取り入れることで生徒が主体
的・協働的に取り組む授業が実現
できるのではないか

大日本図書「理科の世界３」



研究の目的

①カードゲーム教材の新規開発を通じた、生徒の

主体性・対話性を活性化させる指導方法の工夫

②ゲームやディベート等の活動を通した、持続

可能な社会の担い手としての当事者意識の涵養

③主体的・対話的で深い学びによる、生徒の

科学リテラシーの向上



単元計画：４時間構成

主な学習活動

第１時

【カードゲーム 遺伝子選択ゲーム】
カードゲームを通して地球環境の変化と生存・死滅する形質を考えさせることで
自然選択による生物の進化と遺伝子の変化の関係についての理解を深めさせる。

第２時
【遺伝子技術とデザイナーベビー】
「デザイナーベビー」について紹介し、遺伝子技術について多角的な視点を持た
せる。デザイナーベビーのメリット・デメリットを双方向から考えさせる。

第３時
【ディベート】
「デザイナーベビー」について賛成・反対の立場からディベートを行い、遺伝子
技術に対する多面的な理解を深めさせる。

第４時

【ＳＤＧｓへの活用】
「遺伝子操作技術とSDGｓ」をテーマに、班ごとに1人1台端末の共有機能を用い
て意見を出し合う。グループを変えて前の班で出た意見を交換し、考えをまとめ
る。



生徒の記述分析による評価（OPPシート）

①単元の学習前の
課題に対する記述

②授業ごとの振り返り

③単元の学習後の
課題に対する記述

④単元を通しての
振り返り

を記述していく。
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遺伝子選択ゲーム（自作カードゲーム）



遺伝子選択ゲーム



遺伝子選択ゲーム(生徒に送付したルール)



遺伝子選択ゲーム 採点方法（相互評価）



授業の様子
（話し合い）



授業の様子
（発表）



授業の様子（発表）
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ディベート「デザイナーベビーの是非」
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「遺伝子操作技術とＳＤＧｓ」



研究の成果

遺伝子カードゲームは
面白いと感じましたか？

カードゲームを利用することで、生徒の主体性を引き出しな
がら、遺伝子と環境のかかわりの理解を深めることができた

遺伝子カードゲームは環境の変化と遺
伝子の関係の理解に役立ちましたか？



研究の成果

事前

もともと関心の高かった環境問題に対して、
さらに関心を高めることができた。

事後

地球温暖化等の環境問題に対して、どの程度関心を持っていますか？



研究の成果（OPPシート記述より）

環境に適した遺伝子を持つ生物が生き残り、進化していく。逆に環
境に適していない生物は絶滅してしまうということが分かった。

今回のカードゲームで、より多くの種類の生物が存在していたほう
が、環境の変化にも生き残る確率が増えるのだとわかりました。

体毛が濃い遺伝子をすぐに絶滅させてしまい、後で使えないのを後
悔しました。つまり多様性は大事！！

生まれたり死んだりするサイクルが早い動物ほど適応できるのでは
ないかと思った。サイクルが早いと突然変異しやすいから。今回は
ゲームだったが、実際の世界ではどのような環境にどの生物が適応、
死滅したのかが気になる。

海の中は環境が変わりにくいのかもしれない。実際、隕石が衝突し
た時も、深海の生物はあまり影響を受けずに今も生存している種も
いる。海中の生物は環境の変化に強いのかもしれない。
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①ゲームを通して、環境の変化と生物の遺伝子の変
化の関係について、遺伝的多様性の重要性ととも
に学び取らせることができた。

②生物史と環境変動とのかかわりや、特定の環境ご
との生物の生存についてなど、ゲームをきっかけ
に遺伝子と環境とのかかわりについて自ら考えを
発展させている生徒が複数見られた。



研究の成果（OPPシート記述より）

遺伝子カードゲームで生物にとって環境に適応した遺伝子を持つことを大切
さを学んだうえで、デザイナーベビーの事例をもとにディベートを行うこと
で遺伝子操作技術を利用するにあたってのメリット・デメリットを知って、
段階を経て遺伝子に対しての理解を深められたため、環境問題への対策とし
てどのように遺伝子操作技術を利用するかや、それをするにあたってのデメ
リットも容易に考えることができた。

遺伝子操作技術によって、環境を保全することもできるが、もしかしたら環
境破壊につながるという危険性もあり、私たちは適度に遺伝子操作技術を利
用して、今の環境や生命を破壊しないようにかかわっていくことが大切だと
感じた。

 SDGｓの課題は私たちがすぐに解決することはできませんが、今回の学習で、
遺伝子操作技術を通して解決できないかと考えることができ、もし実現でき
るなら、今後のＳＤＧｓの課題は解決できる量が増えると思いました。
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①ゲームやディベートなどの活動を通して、遺伝子
と環境の関わりについての科学的知識を段階的に
身につけることができた。

②得られた知識を用いて、環境問題の解決を主体的
に考えることができるようになった。



研究の成果（OPPシート記述より）

学習前は遺伝子操作技術のデメリットに注目していたため、人の
手で操作をすることに賛成していませんでしたが、メリットも同
じ数だけあり、遺伝子技術のことを学んでからは賛成意見にも納
得できました。遺伝子操作技術は賛否両論で正解がないので、た
くさんの情報から自分が納得できる方を選択できるようにしよう
と思います。遺伝子を学習したことで情報を鵜吞みにしないこと
も大切だとわかりました。

単元を通して、科学的な情報についての批判的
思考力を身に着けることができ、生徒の科学リ
テラシーの高まりがみられた。



ゲーム形式の活動は生徒の主体的・協働的な学習に有用であると
考えられるが、内容を吟味しないとただ遊んで終わりになる恐れ
がある。単元内容への理解を深められるゲーム開発を引き続き考
えていきたい。

OPPシートを用いることで、生徒の理解や考えの変容を見取るこ
とができたため、他の単元でも活用し、指導の改善を図りたい。

ＳＤＧｓや環境問題に係る内容は中学３年生「地球の明るい未来
のために」の単元でも扱うため、本単元の知識と併せて系統的に
学習させることで深い学びにつながると考える。

環境学習・ＳＤＧｓの学びや、科学リテラシーの向上を図る学び
を単発的な学習にするのではなく、他の単元、他の教科等と結び
付け、生徒に持続可能な社会の担い手としての当事者意識を涵養
していくことが重要である。

今後の展望


